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ブ リ ソ ー（Édouard Brissaud；1852-

1909）1)が攣縮性斜頸の原因を器質性
ではなく，精神性と考えた理由の 1つ
は，誰にとってもとても不思議な現象
である矯正手技（試験）が明白な効果
を示したことにあります。1902 年，
ブリソーの弟子である，メージュ
（Henry Meige；1866-1940）とファインデ
ル（Eugene Feindel；生没年不詳）は不随
意運動に関する，世界で最初のモノグ
ラフを出版しました2)。この本は瞬く
間にドイツ語，英語に翻訳出版され，
矯正手技についても広く知られるよう
になりました。本の中には，斜頸に対
する矯正手技の章があり，⽛患者は左
耳に左手を当てようとすると，耳に到
達する前に頭は右を向く。これは精神
的な病態であることを示唆している決
定的な証拠である⽜という記載まであ
ります。この本の英語翻訳者はかのキ
ニア・ウィルソン（Samuel Alexander

Kinnier Wilson；1878-1937）でした。
今月の表紙の写真は，Destarac3)の論
文にあるものです。29 歳の男性で，

家族歴に異常はありません。9歳より
書痙に罹患し，18 歳で攣縮性斜頸を
発症しました。20 歳を過ぎると，下
位筋の攣縮（spasm）が出現し，進行性
に歩行障害がみられました。29 歳の
初診時，Destaracは彼の歩行をチェコ
の操り人形の様である，と述べました
（Fig. 1 左）。歩行時にみられる，下肢
の異常運動と体幹の前弯がその理由で
す。左手を左頬に当てると，途端に姿
勢が正されます（Fig. 1右）。この論文
で，Destaracはもう 1例を記載してい
ますが，それは 1901年に報告した 17

歳の女性4)の再掲です。斜頸・斜め骨

盤（tortipelvis）（Fig. 2左），書痙，足攣縮
（foot cramp）がみられ，左手を顎に，右
手を骨盤稜に当てると姿勢が改善し
（Fig. 2 右），運動により増悪します。
矯正手技の効果を示す 2 症例が同時
に現れたということだと思います。
Destaracの示したこれらの症例は，時
にジストニー／ジストニア研究のマイ
ルストーンと呼ばれることがありま
す5)。ブリソー，メージュらの精神性
機序説に反対する人々によって，その
典型例として位置づけられたのです。
Destaracの 2症例は，少年期に書痙

に罹患し，青年期に斜頸を発症してい
ます。下肢筋の攣縮と進行性歩行困難
という点でとてもよく似ています。バ
ビンスキー（Joseph Jules Babinski；1857-

1932），ピエール・マリー（Pierre Marie；

1853-1940），ギラン（Georges Guillain；

1876-1961）らは，自験例の提示と共に，
Destaracの症例を引用し，ブリソーの
非器質的という見解に反対しました5)。
しかし，ブリソーの立場はなかなか崩
れませんでした。たぶん，矯正手技の
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効果を現在のように手軽に写真撮影な
どできなかった当時の人々にとって，
7 例全例の写真というわかりやすい
⽛証拠⽜には抗えない⽛魅力⽜があった
のだと思います6)。
ブリソーやメージュの精神性斜頸の
概念も，その後変化をみせます。1929

年にパリで，斜頸についての国際会議
があった際には，精神説を主張したの
はメージュだけであったと言われてい
ます7)。そのメージュもあるとき流行
性脳炎の経過中に攣縮性斜頸を呈した
症例を観察する機会を得て，その後は
器質性機序に賛成するようになった，
ということです8)。

矯正手技はどうして効果があるので
しょうか？ この疑問はいまだに明ら
かではありません。矯正手技の際の脳
活動を PETでみた研究があります9)。
頸部がもともと曲がっていた側の上・
下頭頂小葉に過活動がみられ，矯正さ
れた側の補足運動野，第一次感覚運動
野の減少を認めた，とされています。
大脳の広い部分の関与が示唆されま
す。
最後に，斜頸の歴史について簡単に
述べてみたいと思います8,10)。斜頸
（torticolis）という言葉は 16世紀，ラブ
レーの⽝パンタグリュエル物語⽞に登
場する，人をだます癖のために，人か

ら同情される余地のない人物を作者が
⽛torty collis（まがった首）⽜と呼んだこ
とから始まります。また，医学の分野
で最初に⽛torticolis⽜が使われたのは，
1737年にチュービンゲン大学に提出
された Jæger の学位論文においてで
す10)。その後，18世紀の半ば頃より，
いくつかの医学辞典などでこの言葉が
採用され完全に医学用語として定着す
るようになりました。
⽛器質性なのか？ それとも精神性
なのか？⽜この鑑別はいつの時代も，
現在でも神経学における根本問題であ
ると考えます。

Fig. 1 29歳男性例の矯正手技3) Fig. 2 17歳女性例の矯正手技3)

2026/09/30 17:50:44


